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尿路感染症に対 す るウロサイダル,

ユベ ラ併用療法 の効果

国立金沢病院皮膚泌尿器科(主 任=並 木重吉医長)

並 木 重 吉

高 橋 洋

       COMBINED ADMINISTRATION OF UROCYDAL 

         (SULFA) AND YUBERA (VITAMIN E) 

               Shigeyoshi NAMIKI and Hiroshi TAKAHASHI 

             From the Department of Urology, Kanazawa National  Hospital 
 (Chief  : S. Namiki, M. D.) 

   Chronic urinary tract infections, especially chronic cystitis in the females, were 

satisfactorily treated by simultaneous administration of  UROCYDAL and  YUBERA. No 
side effect was encountered. Gynecologic conditions are thought to be closely related to 
urinary tract infections in the females, and the effects of Vitamin E were discussed with 
emphasis on this point.

緒 言

ビタ ミンEは 生殖,内 分泌,発 育,神 経変性

等に有効 に作用 し,更 に肝機能,蛋 白,脂 肪代

謝,血 管系,色 素沈着等に影響を及 ぼす ことが

知 られ ている.ま た ビタ ミンEに はコーチ ヂン

様 の作用があつて,組 織の炎症,拡 散度 を抑制

する と共に小血管 を拡大 して末梢血流 をよ くさ

せる等種 々の作用 を有する.我 々は高単位 ビタ

ミ ンE剤 ユ ベ ラ を 泌 尿 器 疾 患 ,特 に 慢 性 膀 胱 炎

に ウ ロサ イ ダ ル と 併 用 し 見 る べ き 結 果 を 得 た の

で 報 告 す る.

使 用 薬 剤 及 び 使 用 方 法

ビ タ ミンEに は α.β.γ.δ,-tocopherolの4っ が 区別

され,こ の 中で α一tocophero1が 最 も生 物 学 的 作用 が

強 い と され て い る.

α・tocopherQ1の 構 造 式 は 下 記 の 如 くで あ る .

『H・

監二ρ1濫 ・講 ・・一 誰・・一 ・H〈器:

CH30

1日 使用量ユベラ3錠(1錠中 ビタミンE50ミ リ含有)

とウロサイダル2瓦 を1日3回 毎食後分服せしめた .

症 例

国立金沢病院泌尿器科入院及び外来患者42例 に使用

した.個 々の症例にっいての治療効果は第1表 ,第2

表 の 如 くで あ る .こ れ を疾 患 別 に み る と第2表 の如 く

急 性 膀胱 炎10例(δ3,♀7),慢 性 膀胱 炎13例(6

0・ ♀13)・ 慢 性 腎 孟膀 胱 炎12例(60 ,♀12),非 特

異 性 尿 道炎2例(S2,90)・ そ の 他3例(♂1
,

?2)で あ る,



第1表 症 例

番國性

号i名

西1

0

2

3

松
○

有
○

別

♀

4

〃

〃

沢1.

○

年

令

68才

52才

35才

38才

1園

50

6
宮
○

〃/・才

7

〃 60才

圏轡
1石

『○
〃152才

主

頻 尿
排尿痛

排尿後
不快感

排尿痛
腰 痛

頻 尿
排尿痛

下腹痛
終末痛

血 尿
終末痛

頻 尿

・讐

1島10

…○
旨

ll

12

石
○

山
○

賭ユ3ρ

残尿感

発

病

5年前

7日 前

4日 前

4日 前

診 断 以前の疾病 膀胱鏡所見
尿 所 見

治 療 前 治 療 後
治 療 薬 剤

騨 謙 前子宮脱手術後膀醗 剖～発赤インヂゴ礁 醤撃+蛋白+上

灘 瞬 年前子宮掻爬蹴 膀胱頸部発赤
インヂゴ租遅延

漉濁一膿球+蛋 白+上
皮+細 菌一

清透 膿 球 一蛋 白 一1ウpVイ ダ・レ29
主 訴 消失 菌 一1ユ ベ ラ150ミ リ

清透 膿球一蛋白一菌 〃

日

数

4日

効

果

急 性腎 孟12カ月前柾 切開後膀
膀 胱 炎i胱炎

内尿道口発赤
イソヂゴ遅延

混濁+膿 球柵蛋白+上
皮+桿 菌冊

著効

急性膀胱炎 ξ顯 震宮鞭 コパル

[
8引"

　

清透 膿球 一蛋 白 一細'

菌 一
〃 8日

鞭 雛 脹 臨 騨 酬 痩㌔鱗 白一上 〃 6日

〃

〃

備

考

12・前騰矯1・ 輔 孟羅
　1発赤膜様物沈着

インヂゴ稽遅延 脚 欝 櫃 白+上隣 讐撃一蛋白一上

・哺 輪1腎熱 し

　

全体ビラン発赤腫脹,混 濁粁膿球粁蛋白升上
イソヂゴ中等度遅延1皮+桿 菌+

1ケ月前鞘 蕨 繭 膀胱羅 脚 占灘 麟 赤 清透膿球+蛋 白一上皮
+菌 一

清透 膿球一蛋白一上
皮一桿菌一

同右
自覚症軽快

ウ ロサ イ ダ ル2.59

ユ ベ ラ150ミ リ

コル ネ フ水
ユベ ラ150ミ リ

ウ ロサ イ ダル29

・備!購 蠣 撫 回膀胱炎詫i騨 懸 腫脹

〃

混濁+桿 菌 十糖 十膿 球 清透 桿菌 一糖 一膿 球 ウ ロサ イ ダル2.5
粁蛋 白+上 皮+一 蛋 白 一 ユベ ラ150ミ リ

1頻 尿〃146才

1終末痛i

〃

〃

41才

32才

残尿感

頻 尿

"48才1頻 尿

〃 40才 頻 尿

・ヵ月蠣 糊 ・年前・手術
バルヶソブラーゼ発赤漉濁+膿 球+蛋 白+上 同左

出血 主訴軽快1皮・桿菌・

1ヵ月翻.
1年前子宮筋腫術後膀パルケンブラーゼイン

胱炎 ヂゴ両腎排泄遅延 醜 騨 ・蛋白一上1里森轍

ウPサ イ ダ ル29
ユ ベ ラ150ミ リ

〃

6日

8日

8日

22日

12日

12日

有効

著効

有効

著効

2ヵ 月前 〃

」
2ヵ 月 目lil〃

1ヵ 月前 〃

・一 ス膀胱炎度・纏 懸

2年前膀胱炎罹患
1
膀胱頸部発赤
インヂゴ正常

な し
軽度発赤
イソヂゴ正常

混濁+膿 球粋蛋白+上
皮+細 菌甘

混濁+膿 球昔蛋白+上
皮+細 菌+

混濁+膿 球一蛋白一上
皮一細菌一

清透 膿球一蛋白一上
皮+細 菌一

有効1

■ノ

〃 8日脚

〃

〃

4日 〃

11日 ・t

副

1

壁
fS

津

ヨ弐

ミ
∫

μ

♪.

蕊

盟
ω



14

15

16

横

○

}

〃』5才

巴 〃・1才

9〃i・2才

排 尿
終末痛

〃

1ヵ 月前

3日 前

鯛 ・日前

骨國糠

慢性膀胱炎

急性膀胱炎

〃

輔瞬燃

・桔 〃31才齢 ・鴫 性轍

　

19潭 〃1・2才

20

測

○
〃 13才

2馴61才

22
笠 〃
○
24才

頻 尿

頻 尿

頻 尿

4ヵ 月前 慢性膀胱炎

2ヵ 月前 〃

15日 前

頻 尿1、力肺

〃

〃

1年前膀胱炎

数回膀胱炎

5年前 胃別出後膀胱炎

3ヵ月前膀胱炎

6ヵ月前膀胱炎

4ヵ 月前子宮別出後よ
り数回 膀胱炎

内尿道口発赤軽度
インヂゴ正常

清透 膿球+蛋 白一上
皮+菌+

蛋白一膿球一菌一
主訴消失

発赤腫脹強度
インヂゴ正常

発赤腫脹'
インヂゴ正常

醤響騰 櫃 白+攣 桿蓄毬一蛋白一上

混濁+膿 球粁蛋白+細 清透 膿球一蛋白一上
酬1皮 一細蒔

器惚 耀}
皇鷹 死1羅}
ウ ロ サ イ ダ ル29
ユ ベ ラ150ミ リ

〃

発赤腫脹
インヂゴ遅延 騨 麟 惜蛋白+膿
中等度発赤
インヂゴ正常

混濁+膿 球甘桿菌+蛋
白+

清透
球一
細菌一蛋白一膿 〃

清透
白一
膿球一桿菌一蛋 〃

11日

4日
著効

1。日1.

11日 〃

蛾 購 胱炎 隷 正常
1

混濁+膿 球+蛋 白一菌

混濁+膿 球什蛋白+上
皮+桿 菌+

1・・レ

清透 蛋白一菌一

16日1!

23

24

gl〃

小

10

〃

19才

20才

〃

陣 効

痩響 判 欝 繍11旧126日調

25

26

頻 尿
腰 痛

頻 尿
下腹痛

1ヵ 月前

里

○

田
○

10日 前

〃』才騒 ヵ月前

〃51才編 ・ヵ月前

2年前膀胱炎

6カ月前膀胱炎

軽度発赤
インヂゴ正常

27

内尿道口穎粒あり
イソヂゴ稽遅延

霧騨 葵な し
1膀胱底部発赤
I
Iインヂゴ正常

能
○

〃 1年前膀胱炎罹患

灘 膀胱嶽 回膀胱炎鵬

〃 〃

♀37才 排 尿終末痛 ・ヵ月前騰 聯 月前産後騰 を

・・181〃國 糠 レ 日前融 饗陣 膀胱騰

三角部軽度発赤

インジゴ正常

三角部発赤

イソヂゴ稽遅延

三角部発赤

インヂゴ稽遅延

膀胱底部強度発赤
インヂゴ正常

膀胱頸部穎粒あり
右インヂゴ遅延

騨欝 蛋白+摩 購 白一桿

混濁+膿 球+蛋 白+上
皮昔細菌昔

混濁+膿 球+蛋 白一上
皮+雑 菌+

清透
菌一
膿球一蛋白+細

清透 膿球一蛋白一菌

清透 膿球+蛋 白一上1清透 膿球+蛋 白一軽皮
甘桿菌粁 障桿菌+

清透 膿球甘蛋白一菌

混濁+膿 球+蛋 白一上

皮+桿 菌什

混濁+膿 球+蛋 白一上
皮+菌 一

清透 膿球一蛋白一菌
一 主訴消失

清透 膿球+蛋 白一桿

菌一 主訴軽快

清透 膿球+蛋 白一菌
一 主訴軽快

　

騨蝋 畷 白一上陪軽 慧 白一桿

ウ ロサ イダ ル2・59「2判
.

ユ ベ ラ150ミ リ12日1

ウ ロサ イ ダ ル29
ユ ベ ラ150ミ リ

ウ ロサ イ ダ ル29
ユベ ラ300ミ リ

ウロサ イ ダル29
ユ ベ ラ150ミ リ

12日

12日

20日

〃

!■

有効

駕 擦 糾6麟
ウ ロサ イ ダル29
ユベ ラ150ミ リ 40日

皇呉苫留9ト ・

〃 23日

有効

有効

〃

鰹
心

き

畿

歯
萎

毒

§

誓

iii
'1

.

諜

蒙



29

30

31

32

33

白
○

中
○

〃

〃

1清
〃○

容レ

沓・

39才

18才

29才

腰 痛
排尿不
快感

頻 尿
排尿痛

圃霧糠
4日 前

血 尿13力肺

急性膀胱炎

慢性 腎 孟
膀 胱 炎
右 水 腎

1.5年前子宮筋腫別出

後膀胱炎

58才i頻 尿

20才

1森3`10"し6才

尿 道
分泌物

血 尿

2カ 月前

3カ 月前

7日 前

2年前膀胱炎罹患

6カ 月前膀胱炎

一

1石35

ρ"
58才 頻 尿

灘 麟 鶴 り膀胱炎をく

非特 異性
尿 道 炎

雛 膀胱炎1、年前前立醐 出

・画 瀦蕪 3ヵ 月前膀胱炎罹患

軽度発赤穎粒あ
り

インヂゴ遅延

強度発赤
白色膜様物
イソヂゴ正常

混濁+膿 球卦蛋白+上
皮+桿 菌

混濁耕膿球冊蛋白粁上
皮+桿 菌+

混濁+膿 球+蛋 白一上
皮+桿 菌

清透 膿球一蛋白一上皮
一菌一

軽度発赤
インヂゴ遅延

「混濁+膿 球什蛋白千上1清透 球菌一蛋白一膿

皮+桿 菌升 隊 一桿菌一上皮一

　

・・1警〃
1

・轡

・・岩

1高
3910

δ

i・

21才 頻 尿

[排 尿25才

i終末痛

・・18

31才

37才
頻 尿
下腹痛

ロ

・131才輝

鞭 難 莚一プ喉 繍+蛋 白一上

淋糸+膿 球甘清透上皮
+雑 菌+

同左
主訴軽減

膀胱頸部発赤著明
イソヂゴ正常

同左

混濁+膿 球升蛋白+上 晴透 膿球一蛋白一上
皮+球 菌昔t皮 一菌一

7日 前

4日 前

急性膀胱炎

慢性膀胱炎

、日前L.ts膀 胱炎

1ヵ月前雛 騨

1ヵ 月
非特 異性
尿 道 炎

膀胱粘膜正常
インヂゴ正常

な し 内尿道口発赤iイソタゴ正常

清透 隈球一蛋白一上1清透 膿球一蛋白一上
皮+菌 一1皮 一菌一

清透 膿球粁蛋白+上1清 透 膿球一蛋白一菌
皮橘 一 ド 主訴轍

1・ヵ月前儲 切石術講 馨 発赤

1な
し

虫垂別出後膀胱炎

4ヵ月前膀胱炎

強度発赤
インヂゴ正常

粘膜強度発赤
インヂゴ稽遅延

清透 膿球+蛋 白一細菌
+

混濁耕膿球冊蛋白+桿
菌耕

清透 膿球一蛋白一細
菌L

清透 膿球一蛋白一桿
菌一

　

勲 膿球+蛋白一響 犠 欝 桿

騨 蕪+蛋 白+上主訴融

ウ ロサ イ ダル29

ユ ベ ラ150ミ リ

コル ネ フ水

ウ ロサ イ ダル29
ユ ベ ラ150ミ リ

ウ ロサ イ ダ ル29
ユ ベ ラ ユ50ミ リ

ウ ロサ イ ダ ル29
ユ ベ ラ150ミ リ

バ ラ ン ス30ミ リ

ウ ロ サ イ ダ ル29

ユ ベ ラ150ミ リ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

52日

32日

14日

18目

〃

綱
〃

31印

・・日i楠

10日1鰯

「

7日 喀 効
「

41
吉
○

i加42

P

〃・1才纏 ・日謡 騨

・128才編 ・日前 〃

9日

19日

8日

9日

〃1

・・1

〃

〃

、。崩 効

6日

な し
i強度発赤出血点あ り

1インヂゴ正常

漉濁+膿 球+蛋 白+上 晴透 膿球一蛋白一上1

1皮・桿齢 皮・顯 一1

〃 14日

1

有効

著効

数年前膀胱炎 強度発赤腫脹
イソヂゴ正常 臨 騨 蛋白+上麟 毬一蛋白一上1

〃 ・日レ
ド

意

動

1

融呈

設
書

ま

}

艮
謎
蓄

θ

巴
凱



516 並木 ・高橋一尿路感染症に対するウロサイグル,ユ ペラ併用療法の効果

第2表 疾 患 別 効 果

急 性 膀 胱 炎

慢 性 膀 胱 炎

急性腎孟膀胱炎

慢性腎孟膀胱炎

非特異性尿道炎

そ の 他

計

例 数

10例

13例

2例

12例

2例

3例

42例

平 均

所 要

日 数

10日

12,3日

8日

r7.6日

7日

17日

1L9日

平均使用薬剤量
治 療 効 果

ウロサ イ ダル

20,69

32,39

169

35.39

149

349

25.49

著 効

ユ ベ ラ δ ♀

31錠

41.5錠

24錠

54錠

24錠

51錠

38,4錠

3

1

4

7

10

2

6

25

29

有 効

司 ・

1

1

3

6

2

11

無 効

ε ♀

1

1 0

12 1

治 療 効 果

急性膀胱炎10例 では治癒率100%,慢 性膀胱炎12例

では治癒率77%,有 効率100%,急 性腎孟膀胱炎2例

では治癒率100%,慢 性腎孟膀胱炎13例 では治癒率50

%,有 効率100%,非 特異性尿道炎2例 では有効率50

%,そ の他の3例 では治癒率33%,有 効率100%で あ

った.以 上極めて優れた効果を示した,

ウロサイダル単独使用例とウロサイダルユベラ併用

例の効果の比較.

効果の比較は第6表 に示す如く,前 老のウロサイダ

ル単独使用例に於てはウロサイダル1日 使用量を2.5

瓦使用,後 者の併用例ではウロサイダル1日 使用量は

2瓦 とユベラ3錠(1錠 中 ビタミソE50ミ リ)使 用,

急性症に於ては略同様の効果を示し,再 発例が併用療

法に於て少い.慢 性膀胱炎,慢 性腎孟膀胱炎に於て併

用療法が単独療法よりまさる結果を得た.

第3表 ウロサイダル単独及びウロサイダルとユベラ併用例の効力比較

ウ ロ サ イ ダ ル 単 独 使 用 例 ウ ロ サ イ ダ ル と'ベ ラ 併 用 例

急 性 膀 胱 炎

治 癒 率

34例

100%

1日 使 用量 ウ ロサ イ ダル

所 要

総

日 数

量

2.59

7.8日

19,59

急 性 膀 胱 炎

治 癒 率

10例

100%

1日 ウ ロサ イ ダル 使 用 量29ユ ベ ラ

150ミ リ

所 要 日 数10日

総 量:20.69十150Qミ リ

慢 性 膀 胱 炎

治

有

癒

効

率

率

29例

41%

93%

慢 性 膀 胱 炎

治

有

癒

効

率

率

13例

77%

100%

1日 使用 量 ウ ロサ イダ ル

所 要

総

日.数

量

2.59

Il.1日

28.59

1日 使 用量 ウロサ イ ダル29ユ ベ ラ

所 製 日

総 量

150ミ リ

数12.3日

32・39ユ ベ ラ2325ミ リ
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慢性 腎孟膀 胱炎

治 癒 率

有 効 率

25例

40%

96%

1日 使用量ウロサイダル

所 要 日 数

総 量

2,59

15,2日

389

慢 性腎 孟膀胱炎

治

有

癒

効

率

率

12例

50%

100%

1日 使 用 量 ウ ロサ イ ダル29ユ ベ ラ

150ミ リ

所 要 日 数17.6目

総 量35.39十2511ミ リユ ベ ラ

考 按

泌尿器科を訪れる女子患者は慢性 炎 症 が 多

く,殊 に既往に於いて産科,婦 人科的疾患 と関

連を有するものが多 く,大 体2/3が 多少の因果

関係を持つている.我 々の症例に於いても35例

中25例が産科婦人科的疾患に関連を持 っ て い

る,又 女子患者35例 の中で,既 往に於いて産婦

人科的あるいは泌尿器科的疾患と全 く関係のな

かつたものは僅かに3例 のみである.即 ち膀胱

の器質的,機 能的異常に,内 分泌的障害,神 経

障害,循 環障害,解 剖学的障害等の因子が加っ

て細菌感染を来 し易 く,細 菌感染が一度起ると

漫延しやす く,上 行 して腎孟炎,更 に心臓,肝

臓にまで負担をかけ全身障害を来す.ユ ベ ラは

細菌感染に対 しては直接殺菌及び静菌作用はな

いが内分泌,神 経変性,血 管系殊に小血管を拡

大して末梢血流をよくする.ま たコーチ ゾン様

作用があり組織の炎症,拡 散度を抑制する作用

等から女子慢性膀胱炎,慢 性腎孟膀胱炎には特

に併用療法が効果があるものと考えられる.

結 論

慢性尿路感染症殊に女子慢性膀胱炎,慢 性腎

孟膀胱炎に対しウロサイダルとユベラの併用療

法は,ウ ロサイダル単独療法に比し優れた効果

を得た.副 作用は1例 も経験 しなかつた.女 子

泌尿器科患老は婦人科産科疾患と関連を有する

ものが多い ユベラの作用について,殊 に尿路

感染症に対するサルファ剤との併用療法の作用

機序についてのべた.




